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銀閣寺山国有林におけるマツ林再生について
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平成２３年４月６日

京都大阪森林管理事務所

「清水の舞台」から見た高台寺山国有林（上方）
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１．京都大阪森林管理事務所について

• 近畿中国森林管理局の下部組織。

• 京都府・大阪府に所在する国有林
約５ ７００ｈ の管理経営を担当（森約５，７００ｈａの管理経営を担当（森
林面積に対する国有林の割合は、
京都府で約１％、大阪府で約２％）。

• 管内の国有林は小規模散在。

• 京都市内では、東山、貴船山、嵐山
などが国有林、大阪府内では、箕面
山などが国有林。
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• 森林事務所：７箇所（東山、上賀茂、
綾部、宮津、 峰山、木津、箕面）

• 職員数：２０名

２．京都大阪森林管理事務所について

• 京都市内には約１，４００ｈａの国有林
が所在。

• 東山には 清水寺 八坂神社 知恩

鞍馬山・貴船山国有林

• 東山には、清水寺、八坂神社、知恩
院、南禅寺、銀閣寺などの背後に高
台寺山国有林、南禅寺山国有林、銀
閣寺山国有林などが所在。

• 北山には、貴船神社、鞍馬寺の背後
に、鞍馬山国有林、貴船山国有林が
所在。

• 西山には、天龍寺、苔寺の背後に、
嵐山国有林 松尾山国有林などが所

嵐山国有林

銀閣寺山国有林
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嵐山国有林、松尾山国有林などが所
在。

• 京都市内に所在する国有林の多くは、
明治初期の「社寺上知令」により国有
林に編入された旧社寺領。

高台寺山国有林
松尾山国有林

南禅寺山国有林
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２．銀閣寺山国有林におけるマツ林再生について

（１） 銀閣寺山国有林について

（２） 松枯れについて

（３） ツ林再生に向けた取組（３） マツ林再生に向けた取組
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（１）銀閣寺山国有林について

（概要）
• 面積：２３．８９ｈａ

• 法令制限：土砂流出防備保安林、風
致保安林、歴史的風土特別保存地区、
風致地区 鳥獣保護区

銀閣寺山

風致地区、鳥獣保護区

• 「レクリエーションの森」（東山風景林）、
「世界文化遺産貢献の森林」に指定。

（特徴）

• 「社寺上知令」により国有林に編入さ
れた銀閣寺の旧寺領。銀閣寺庭園の
背景林

• 「五山の送り火」の大文字山に隣接。

銀閣寺

国有林

銀閣寺

（東山慈照寺）

卍
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五山の送り火」の大文字山に隣接。
「送り火」行事では、アカマツの割木を
使用。

• 京都市内の国有林の中では、比較的
多くのアカマツが残存。

→ マツ林再生に取り組み
・ カシノナガキクイムシの取り組み

大文字大文字保存会

共有林
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（２）松枯れについて

（松枯れについて）

• 「アカマツ」はもともと痩せた土地に生
育する樹種。近世までは、燃材採取な
どのために集約的な森林利用が行わ
れてきたため、森林にはアカマツが生
育。

• 燃料革命以降、マツ林の利用が行われ
なくなり、土壌が肥沃化、アカマツの生
育に向かない環境へ変化。

マツノマダラカミキリ
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• 昭和３０年代以降、マツノマダラカミキリ
の媒介により、マツノザイセンチュウが
アカマツを枯死させる被害（松枯れ）が
発生。国内のマツは大幅に減少。

マツノザイセンチュウ

（３）マツ林再生に向けた取組

（マツ林再生に向けた取組）

• マツ林は京都の文化と密接な関係。

当所では マツ林再生に向けて 主に以• 当所では、マツ林再生に向けて、主に以
下のような施業を実施。

– マツノザイセンチュウによる枯損木の
伐倒・薬剤処理（衛生伐）

– 松枯れ予防のための薬剤注入 （樹
幹注入）

– アカマツを被圧する広葉樹の除伐

広葉樹除伐後の林内
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– アカマツを被圧する広葉樹の除伐

– 地表面に堆積した枝葉・腐葉層の除
去（地掻き）

• 施業の実施に当たっては、学校・企業と
も連携。

中学生による地掻き作業
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（３）マツ林再生に向けた取組

（大文字保存会へのアカマツ提供）

• 「五山の送り火」では、燃焼時間の関係
から、脂ののった８０年生程度のアカマ
ツのみを薪として使用。

• これまで、大文字保存会の共有林から
自給してきたが、松枯れにより、薪材の
確保が困難化。

• 平成２０年度に、銀閣寺山国有林のアカ

処理済みのアカマツ枯損木
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マツ枯損木５５本を同会に提供。８月の
送り火では、当日燃える薪の１割程度が
銀閣寺山国有林由来のものとなった。

「送り火」の割木
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３．カシノナガキクイムシの被害と防除

ア カシノナガキクイムシとは

• 体長５ｍｍ程度の甲虫。体長 程度の甲虫。

• 繁殖のために、ナラ、シイ、カシ等の立木に集中的に穿孔して、立木内
部で病原菌を繁殖させることにより、立木を枯死させる（「ナラ枯れ」）。

• 毎年６～８月頃に健全な立木に飛来・穿入して、秋以降に立木が枯死。
翌年６～７月頃に大量に繁殖した成虫が枯死木から分散飛翔。

• ナラ枯れは、比較的高齢で大径木が多い広葉樹二次 林で
発生することが多い。

• 昭和初期に 宮崎県・鹿児島県で初めて被害が発生 京都
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• 昭和初期に、宮崎県・鹿児島県で初めて被害が発生。 京都
府内では、平成３年に京都府北部の大江山で初め て被害が
発生。現在、主に日本海側で被害が拡大。
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イ 国有林におけるカシノナガキクイムシ防除対策

• 平成１７年に、高台寺山国有林で「ナラ枯れ」被害が発生（※京都市内
初）初）。

• 被害発見後、京都府、京都市、京都府立大学、森林総合研究所等と
の連携により、「カシノナガキクイムシ対策会議」を設置。関係者間で
被害状況を共有するとともに、対策方針を協議。

• 枯損木については、全て、伐倒、玉切り後、農薬（ＮＣＳ燻蒸剤）処理と
ビニールによる密封を実施。

• 銀閣寺山国有林における伐倒処理本数は、２２年度：６１本。昨年は、
爆発的な増加がみられた
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爆発的な増加がみられた。


